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　 1 ．問題の所在
　イブン・（アル）アラビ （ーイスラーム暦560年／西暦1165年～ 638年／ 1240年）は著名なスー
フィー（イスラーム神秘主義者）であるとともに、多方面の学問分野に亘る著述を物し、その
思想の後世への影響力の大きさでも知られている。広くイスラーム圏にイブン・アラビーの学






























































































近いだろう（Sells, 2000, 29-30, 42-43）。セルズは『詩集』の英訳本のタイトルをTranslation of 
Desires（2018）の他にStations of Desire（2000）としている。詩人（イブン・アラビー）は、
各詩は神的インスピレーション（wāridāt ilāhiyya）と霊的啓示（tanazzulāt rūħāniyya）、さらに














































































































































































































































（1）「カシーブ」は瞑想の場所。（自注）Cf, Gloton-1996, 73, fn 1.
　　　「ラアラア」は「ヤラムラム」とも音的に呼応し、また恋人名ライラーを連想させ、
その響きの良さからイブン・アラビー愛用の語であり、『詩集』において頻出する語で




















中の代名詞が挙げられる。イブン・アラビー詩も同様（第 2行、hā、第 4行、hum）。Cf, 



































































　　　そして「東方」は「感覚と目撃の世界（‘ālam al-ħiss wa al-shahāda）」を示し、「西方」
は「玄秘と天使の世界（‘ālam al-ghayb wa al-malakūt）」を示す。（自注）
（4）「酩酊（sukr）」は、「味得（dhawq）」から出発し、次いで「飲酒（shurb）」、「飽満（riyy）」


















































































































































































































































































































































































































とする（Nicholson, 127, fn 1）。他方、最初のハーを句末語であるアルファベットのハー
と解し、後のハーを代名詞（女性単数形）で「彼女」を指すとの解もある。（Glotton 





































































を「住む」と「静める」の両意で用いる。（自注）「心」に関するşadr, qalb, fu’ād, lubbの



















ブ恋愛詩として理解し、鑑賞するのが望ましい。（Nicholson, 7; Sells 2000, 23-24）アラブ恋愛
詩と神秘主義詩の境界は曖昧であり、イブン・アラビー詩もその例外ではない。当該『詩集』も、
世俗恋愛詩の詩作は高名なスーフィーの師（シャイフ）に相応しくないとして非難を浴び、詩














































































と詠い、自注で「 4」は完全数であり、「10」は 1＋ 2 ＋ 3 ＋ 4 の 4 つの数から成り、「14」は 4＋10
から成ると数秘術的思考を明らかにしている。Cf, Nicholson, 124-125: Gloton 1996, 358.
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